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第２回中高一貫教育導入検討部会で出された主な意見 

【第一次導入候補校のねらいや特色】 

（明和高校） 

・音楽科の中高一貫も導入してみたい。 

・千葉県立東葛飾高校・中学校へ視察に行った。中学生にとって、高校生が身近に

いることで、常に 5、6 年後を意識した環境ができることや、高校入試がないこ

とで、多くの授業で充実した話し合い活動が可能となることが分かった。 

（津島高校） 

・世界で活躍できる人材を育成したい。 

・併設中学で、現在の高校の国際理解コースで取り組んでいることや探究活動の基

礎を身に付けさせ、高校では一歩進んだ国際バカロレアの手法を取り込んだ国

際的な探究活動を行いたい。 

（半田高校） 

・半田高校では、挑戦できる人材を育成している。これらの教育を中学生段階から

行うことができれば、さらに効果的な教育ができると考えている。 

・山形県立東桜学館高校・中学校へ視察に行った。中高の教員が連携することで、

中高の接続がスムーズになることが分かった。 

（刈谷高校） 

・今年度、文系・理系に続く第 3 の類型として「探究系」を立ち上げ、課題研究以

外にも通常の教科・科目でも、探究的な取組を徹底している。探究系ではペーパ

ーテストを行うことなく、プレゼンテーションなどで評価している。 

（その他の意見） 

1．何のための中高一貫なのかを議論してほしい。リーダー育成には賛成だ。 

2．内進生と外進生が高校 1 年生から一緒に探究を学べれば、両方が恩恵を受ける

ことができ、エリート教育という形にならないのではないか。 

3．次世代リーダーを育成するというなら、それをはっきり打ち出すべきではない

か。探究が重要なら全校を少人数教育にすべき。 

4．入試の影響を受けないのは良いが、中学を高校の準備期間ととらえないように

してもらいたい。 

5．新しい学びは素晴らしいが、中学の学びから考えるべき。受験の過熱化から適

性検査の内容は早く示すべき。 

中高交流人事のやり方については、市町村や教育事務所とよく相談してもらい

たい。 

6．具体的なイメージは分かった。探究を中心に据えるのは大事。ただ、保護者の

イメージとはギャップがあるのではないか。 



7．小学校 6 年生が対象なので、より丁寧に説明することが必要。 

8．保護者の関心は高いが、中高一貫の理念を伝えていけば、受験の過熱化は和ら

いでいくのではないか。 

9．方向性や効果は分かったが、中高一貫の良さばかりが前面に出ると、中学現場

は厳しい。市町村立中学校 3 年間の学びも大切。適性検査や教員の配置は心配。 

10．中学校 3 年間を大事にしてもらいたい。大学受験に特化しないことは大事。発

達段階を考えると、中学校教員をなくすのではなく、きちんと残すべきではな

いか。 

11．中高一貫のねらいを丁寧に説明することが必要。探究には、ある程度高い学力

が必要ではないか。 

12．市町村立中学校からリーダー層を抜かれると、現場は苦しい。 

13．大学受験の対策として詰め込み教育が限界になってきているが、保護者はその

ことをなかなか理解できていない。もっと広報が必要ではないか。 

14．中学から探究を目指す子も、高校から高校入試を経て伸びる子もいる。中高一

貫は一つの選択肢としてあると良い。 

※ 委員ごと発言順に整理 

 

【第二次以降の導入候補校選定の方向性】 

1．地域探究は、地元に愛着を持って、地元に帰ってくるといった効果があるので

はないか。 

2．第一次導入候補校と同様の学校は進めるべきだが、地域密着型は、ねらいが曖

昧ではないか。 

3．地域密着型は、小中高連携を進めてやっていけば良いのではないか。 

4．地域課題というなら、それぞれの地域の課題を踏まえて中高一貫を考えるべき

ではないか。 

5．地域密着型は、地域として議論することが大切ではないか。 

6．地域密着型の併設型におけるメリットが分かりづらい。別の形でもやれるので

はないか。 

7．地域密着型は、地域の中で検討を進めるのが良いのではないか。 

8．教員も大変なので、ゆとりや自分の研究時間も大事。 

9．第一次導入候補校と同様の学校を中心にすべき。地域連携は、専門学科や総合

学科を中心に行っているので、地域密着型を前面に出さないほうが、分かりや

すいのではないか。 

10．小中と高校の枠組みではなく、中等教育（中高）の枠組みで考えることも必要

ではないか。今までのシステムで上手くいかない子のための選択肢の一つとし

て、中高一貫があるとよいのでは。第一次導入候補校と同様の学校は、地域バ

ランスが大事。 

※ 委員ごと発言順に整理 



 
 
 
１ 第一次導入候補校に係る論点（第１回部会） 
 

論点１ 併設中学校の通学区域（学区） 

・併設中学校の通学区域は、高等学校の通学区域（調整区域を含む）に準ずることが望ましい

のではないか。 

※高等学校の通学区域以外の例として、「地域枠」と「県外枠」がある。 

 

 

 論点２ 併設中学校・高等学校の教育課程 

・第一次導入候補校では、大学受験に対応するために学習進度を優先するのではなく、「探究

的で深い学びによる中高一貫教育」とすることが望ましいのではないか。 

 ⇒（事務局案） 

   ２ページ以降を参照 

 

 論点３ 併設高等学校における学級の混合時期 

・各校の状況に応じて、内進生と外進生の混合時期を決定することが望ましいのではないか。 

 教育内容等によっては、内進生のための類型やコース、学科を設置することも考えられる。 

 

 

 論点４ 併設中学校における教員の配置 

・併設中学校には、中学校の免許を持つ高等学校の教員を配置することが望ましいのではない

か。 

・あわせて、2023 年度から、中高交流人事により、中学校の免許を持つ高等学校の教員が、

中学生を指導できる体制を構築していく必要があるのではないか。 

 ⇒（事務局案） 

・開校当初は、市町村立小中学校から派遣された教員と、中学校の免許を持つ高等学校の教員

とで構成する。 

・2023 年度から、中高交流人事を一層進め、中学校の免許を持つ高等学校の教員が、中学生

を指導できる体制を構築していくとともに、中高一貫校で勤務する教員の採用枠を設け、市

町村立小中学校から派遣された教員の割合を、段階的に減らしていく。 

・また、市町村立小中学校から派遣された教員は、一定年数を経過した後、市町村立小中学校

に戻る。 

 

 

 

 

 

（参考）教科別の教員配置イメージ 

区分 
主要教科 技能教科 

計 
国語 数学 理科 社会 外国語 保体 音楽 美術 技家 

市町村立
小中学校 

１人 １人 １人 １人 １人 １人 － － － ６人 

県   立 
高等学校 

１人 １人 １人 １人 １人 １人 － － － ６人 

計 ２人 ２人 ２人 ２人 ２人 ２人 兼務 兼務 兼務 １２人 

週時間 ２２ ２２ ２２ ２０ ２４ １８ ６．６ ６．６ １０ － 

  ※技能教科（音楽、美術、技術・家庭）は、授業数が少ないことや教員の確保が難しいこと

から、県立学校や近隣の中学校の勤務者が兼務することを想定。 

  ※道徳・総合的な学習の時間・特別活動は、学級担任が受け持つことを想定。 

  ※週時数は、標準授業時数×２学級 

 

 

 論点５ 併設中学校への入学者の決定 

・適性検査と調査書により入学者を決定することとし、面接や作文、グループ討議、抽選をど

のように組み合わせるかは、各校の特色等によって決定することが望ましいのではないか。 

・明和高等学校の音楽科を中学校段階から募集する場合は、実技検査を中心に実施することが

望ましいのではないか。 

・また、適性検査や調査書の内容については、今後、検討する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資 料 １ 

中高一貫教育制度導入の可能性 検討資料（第一次導入候補校を中心に） 

１ 



２ 中高一貫教育の柱となる探究学習の重要性、現状と課題 

（１）探究学習の重要性 

・グローバル化の進展や人工知能（ＡＩ）の飛躍的な進化など、社会は加速度的に変化してお

り、将来の予測が難しい社会の中でも自立的に生きていく力が必要である。 

・実社会では、正解が一つに決まっているケースは極めて少なく、失敗しても、周りの人の協

力を得ながら試行錯誤を繰り返し、粘り強く取り組むことが大切である。 

・そのため、自分で課題を立てて、情報を集めて整理・分析し、自分の考えを述べる「探究学

習」を通して、主体的・協働的に課題を解決しようとする力を育むことが重要である。 

（参考）次期学習指導要領等に向けたこれまでの審議のまとめについて（報告）2016 年 文部科学省 

「我が国産業における人材力強化に向けた研究会」報告書 2018 年 経済産業省 
 
（２）探究学習に関する成果・課題 

ア 成果 

・小・中学校では、「アクティブ・ラーニング」の実践が進められ、自分で課題を立てて情

報を集めて整理して、調べたことを発表する学習活動に取り組んでいる生徒の割合が増え

ている。 

・高等学校では、ＳＳＨなどの研究開発校を中心に、探究的な学習が進められている。 

・高等学校では、総合的な探究の時間の中で、社会に参画して地域の活性化を目指すような

取組が行われてきている。 

・「課題の設定→情報の収集→整理・分析→まとめ・表現」といった探究の過程を意識した

取組が行われてきている。 

（参考）中教審教育課程部会 生活・総合的な学習の時間ワーキンググループ 2016 年 文部科学省 

 

イ 課題 

・一部の学校（特に中学校・高等学校）の総合的な学習（探究）の時間では、ねらいが不明

確で、何のために学んだか自覚できていないといった事例が見られる。 

・集団で調べ、まとめて発表する形を、協働的な学習の成果とすることが見られるため、一

人一人の資質・能力の向上をより意識する必要がある。 

・一部の学校（特に中学校・高等学校）の総合的な学習（探究）の時間では、学校行事の準

備や進路指導が優先され、学校行事や補充学習と混同されたような事例が見られる。 

・ＳＳＨなどの研究開発校では、高校１年で、研究手法の学習やプレ研究を行うため、本格

的な実験は高校２年からとなる。また、高等学校では、探究が自律的であることが求めら

れており、テーマ設定に時間を要することから、試行錯誤が十分に行えず、探究が深まり

にくい。 

（参考）中教審教育課程部会 生活・総合的な学習の時間ワーキンググループ 2016 年 文部科学省 

 

（参考）探究における生徒の学習の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 （参考）高等学校学習指導要領 平成 30 年告示 

 

 

（参考）中学校と高等学校で求められる探究の違い 

区分 探究の内容 

中学校 
・「総合的な学習の時間」では、課題を解決することで、自己の生き方を

考えていく。 

高等学校 

・より探究的な活動を重視するため、学習指導要領の改訂で、「総合的な

学習の時間」が「総合的な探究の時間」に、名称変更された。 

・「総合的な探究の時間」では、初等中等教育の総仕上げとして、自己の

在り方生き方と一体不可分な課題を自ら発見し解決していく。 

・高等学校の探究では、高度化して自律的に行われることが求められる。 

 （参考）高等学校学習指導要領 平成 30 年告示 

 

 

 

○  探究学習を重点的に取り組むことを明確にすることが必要。 

○  中学校・高等学校の６年間、ゆとりをもって、探究学習に取り組め
るようにすることが必要。 

 

 

 

２ 



３ 第一次導入校における中高一貫教育による探究学習の方向性 

（１）第一次導入候補校における現在の特色ある教育の取組 

 ○ 第一次導入候補校では、下表のような特色ある教育に取り組んでいることから、第一次導

入候補校の中高一貫教育に、これらの取組を生かしていく。 

高等学校 主な取組 

明 和 

（SSH 第Ⅱ期 

2017～2021 の取組） 

課題研究（１年・２年）、言語探究・理科探究（３年） 

夏の事業（講座・校外学習等）（１年・２年） 

成果発表会（３年） 

留学生の受け入れ・海外研修 

グローバルサイエンス交流会（英語による研究発表）（３年） 

津 島 

（国際理解コースの取組） 

海外高校とのオンライン交流 

小学校での英語の出前授業 

地元の祭りのアナウンスボランティア 

半 田 

（SSH 第Ⅱ期 

2018～2022 の取組） 

探究（１年・２年・３年） 

国際交流事業（１・２年） 

サイエンスコミュニケーション（講演会等）（希望者） 

１・２年合同探究発表会（１・２年） 

知多地区生徒探究発表会（３年） 

刈 谷 

（SSH 第Ⅱ期 

2016～2020 の取組） 

課題研究（１年・２年・３年） 

東京大学特別研究・名古屋大学特別研究（希望者） 

ポスターセッション（全学年） 

刈高サイエンスマッチ（１・２年） 

全校英語発表会（３年） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）中高一貫教育による探究学習の方向性 

○ 現在、ＳＳＨ等で取り組んでいる探究学習を深めるため、高等学校の探究学習の基礎を、

併設中学校の教育活動（総合的な学習の時間や学校設定教科）に取り入れる。 

○ 生徒がじっくりと探究テーマを探す、実験で試行錯誤する、テーマを途中で見直すなど、

長期間にわたる自律的な探究学習を行う。 

 

 

「失敗を恐れず、粘り強くチャレンジし、周りの人と協力しながら自
ら課題を解決していく力」の育成を図る。 

 

＜併設中学校に取り入れる取組の例＞ 

① プレゼンテーションやディベートなど、探究学習に必要な基礎力を育成する。 

② 本格的な研究の前に行うプレ研究に取り組ませ、高等学校の早い段階から研究を進め

られるようにする。 

③ 大学や企業への訪問や、高度な実験・実習の体験、国際交流などを通して、知的好奇

心や探究心を高めるとともに、中学校段階から自分の探究テーマをじっくり探して高

等学校の早い段階にテーマ設定できるようにする。 

④ 高校生の活動（ＳＳＨ成果発表会や国際交流事業等）に参加して、探究学習への意欲

を高めるとともに、見通しをもった探究学習が行えるようにする。 

 

探究学習のイメージ（例） 

基礎期 充実期 発展期 

中１ 中２ 中３ 高１ 高２ 高３ 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   

 

○ 津島高等学校では、国際交流活動や探究学習の基礎を併設中学校の教育活動に取り入れる

とともに、国際バカロレアの趣旨を踏まえた探究的な学びを実践することで、ＳＳＨ事業実

施校とは異なるタイプの探究学習を追求する。 

③大学・企業への訪問、高度な実験・実習 
の体験、国際交流等 

②プレ研究 
・発表 

研  究 
まとめ 
・発表 

①プレゼンテーション・ディベート等 
基礎力の育成 

④高校の活動に参加 

大学・企業との研究、国際交流等 

中学生への説明・発表等 

職場体験等 

研究手法 

(論証等) 

の学習 

 

３ 



 

 

第二次以降の導入候補校選定の方向性について 

 

各地域の状況を踏まえ、高等学校長の意向等を勘案しながら、第二次

以降の導入候補校を選定する際の方向性について、次のとおり取りまと

めた。 

 

１ 第一次導入候補校と同様の高等学校（ＳＳＨ事業実施校、普通科

コース設置校、非職業系専門学科設置校等）に対し、地域バランスを

考慮しつつ、併設型中高一貫教育を追加導入する。 

 

２ 身近な地域課題をテーマとする探究活動を行う併設型中高一貫教育

を、試行的に導入する。 

  併せて、高等学校と地元の中学校が一体となった連携型中高一貫教

育の導入について研究する。 

 

 

資 料 ２ 

１ 


